
64 
 

 

  



65 
 

②３歳児 10 月第２週   

３歳児の頃は、園児が興味や関心をもったものを大切にするとともに、保育教諭

等側から、季節が感じられるもの、行事に関連したものなどを、入れ込んでいき、

活動の幅を広げていくことも大切です。新たな活動に出会うことによって園児の可

能性も広がっていきます。 

この週は、運動会が終わった翌週の週案です。運動会が終わった翌週は、「行事

が終わったから運動会の活動は終わり」と考えがちですが、園児一人一人が運動会

当日の年中・年長児などのいろいろな活動から、「年長さんみたいにリレーをやっ

てみたい」「４歳児さんのリズムがかっこいい」など様々な思いや願いをもち、そ

こから活動が始まることも多いのです。ここで、どれだけ、運動会の再現遊びがで

きたかによって、来年度の運動会への意欲は格段に違ってきます。 

また、乗り物遊びなど、園児が様々にイメージをもちながら遊ぶものもありま

す。「まとまって、皆で一つのイメージを…」などとまだ思わずに、電車と言って

いる園児、パトカーと言っている園児、様々なイメージをそれぞれに受け止めつ

つ、駅を作ったり、ガソリンスタンドを作ったりなど、園児一人一人が自らのアイ

ディアを少し形にして楽しく遊ぶことがまずは大事なことなのです。そして、関わ

り合う中で互いの思いを絡めながらイメージを共有する時間や機会を重ね、いずれ

自分たちで工夫して皆でより楽しく遊ぶようになっていくのです。 
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③４歳児６月第２週   

 

この頃は、あれもしたい、これもしたいと様々なところに興味や関心が広がりま

す。友達関係では、小さな結び付きがたくさんできます。気の合う友達と十分に自

分たちで遊ぶことができるそれぞれのスペースを環境として用意することが必要と

なるでしょう。 

参照例では、ままごと遊びができる環境や製作遊びができる環境、ドングリハウ

スなどの場がそれに当たります。これらの場の構成は３歳児でもありましたが、３

歳児との違いは保育教諭等に頼らず、自分たちで遊びを進めていこうとする姿が見

られるところです。その姿を認めつつ、保育教諭等が少しアイデアを出したり、園

児の言葉を形にしたりすることで、それを基にまた自分たちで遊びを進めていくこ

とができるようになります。 

また、６月頃は暑くなり、水が心地よく感じる季節です。開放的な遊びを多く取

り入れながら、小さな遊びの集団で遊ぶ楽しさだけではなく、どこかで大きな遊び

の集団で遊ぶと楽しいという体験ができるとよいでしょう。例えば、この例であれ

ば、泡遊びや泥遊び、劇の再現遊びなどがそれに当たります。 
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